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「みんながつなぐ おたがいさまで共に生きるまち」
～ 誰もが住み続けたいあたたかいまちを目指して ～

第４次村山市地域福祉計画
第５次村山市地域福祉活動計画



「地域福祉」＝すべての人が、お互いに尊重し合いながら、
� 住み慣れた地域で安心して暮らすことができる社会

〇「地域福祉計画」
　社会福祉法第１０７条の規定に基づいて策定する行政計画
〇「地域福祉活動計画」
�　社会福祉法第１０９条の規定に基づく社会福祉協議会が中心となり策定する民間団体による福祉活動の自主的・
自発的な活動・行動計画

�　今後複雑化多様化する地域の福祉課題や新たな問題の解決に向けて、村山市と村山市社会福祉協議会は、
それぞれの計画の連動性や実効性を一層高めるために両計画を一体化して地域福祉を推進していきます。

「みんながつなぐ おたがいさまで共に生きるまち」
～誰もが住み続けたいあたたかいまちを目指して～

少子高齢化に伴う人口減少や家族構成の変化に加え、新型コロナウィルス感染症による自粛生活が続きまし
た。そのため地域活動の制限等に生じた地域コミュニティ機能の低下や人との関わりの疎遠化など、地域福祉を
取り巻く状況は大きく変化しています。
こうしたなかで、「自助」「互助」「共助」「公助」を基本とした支え合う地域づくりが必要であり、地域の個

人や組織などすべてが主体となって支え合う「地域共生社会」の実現が求められています。
誰もが住み慣れた地域の中で支え合い・助け合いながら、生きがいを持ち、安心・安全な環境の下、必要に

応じた福祉サービスを提供できるよう、村山市と村山市社会福祉協議会が一体化した計画を策定することにより
地域の皆様と共に推進していきます。
住民一人ひとりが「おたがいさま」の気持ちをつなぎ合い、地域全体でお互いに支え合える「地域共生社会」

に向けて取り組みを進めます。

この計画でめざすこと～「地域福祉」とは～

「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」とは？

基本理念

基本目標
基本目標１ 支え合い・助け合う地域づくり（みんなで気づき行動する）
　住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、一人ひとりが「福祉」に対する理解を深め関心を高め
ることや地域での交流活動を活性化させてつながりを築くことが大切です。
　住民同士が心を通わせ、支え合い・助け合いながら共に暮らしていくことができる地域を目指し、これを
支える人材の発掘・育成、資質向上を推進します。

基本目標２ 安心・安全に暮らせる地域づくり（みんなで備える）　
　地域の中で、防災、防犯、交通安全等に対する意識を醸成し、災害・緊急時に迅速な対応ができるよう、
日頃からの備えが必要です。安心・安全に生活できる環境を整備するとともに、小さな「気づき」から「行政」
「関係機関」へとつながる体制づくりを促進します。

基本目標３ 暮らしを支える地域づくり（みんなで考え支える）　　
　多様な生活課題に対応し、支援を必要とする人が安心してサービスを受けることができるよう福祉サービ
スの充実と利用の促進を図ります。また、課題を一人で抱え込まず誰もが気軽に相談できる総合的な相談支
援体制づくりを進め、必要な情報につながる環境づくりを推進します。



基本理念 基本目標 取り組み内容

【取り組み２】
　健康増進・介護予防の推進

【取り組み３】
　権利擁護の推進

【取り組み４】
　生活困窮者支援の充実

【基本目標３】

暮らしを支える地域づくり

（みんなで考え支える）

【取り組み１】
　福祉の心をはぐくむ基盤づくり

【取り組み２】
　地域での世代を超えた交流の場づくりと
　活動の活性化

【取り組み３】
　地域での支え合いに向けた人材の
　発掘・育成

【取り組み４】
　地域福祉推進団体を支える体制づくり

【基本目標１】

支え合い・助け合う地域づくり

（みんなで気づき行動する）

【取り組み１】
　住みやすい環境の整備

【取り組み２】
　災害時に対応できる体制の整備

【取り組み３】
　見守り体制・相談窓口の充実

【取り組み４】
　犯罪や非行の防止・立ち直り支援

【基本目標２】

安心・安全に暮らせる地域づくり

（みんなで備える）

【取り組み１】
　福祉サービスの充実と気軽に利用
　できる相談体制
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計画の体系



自 助
個人や家庭による
自助努力

公 助
公的な制度としての
保健、福祉、その他の
関連する施策の実施

互助・共助
地域における

助け合いや支え合い
社会保険制度

・自分自身による努力
・家庭での話合い

など

・生活保護制度
・公的サービスの充実

など

互助
・隣近所や友人との助け合いや支え合い
共助
・介護保険等の社会保険制度

など
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住民一人ひとりが、主体的に地域づくりや地域でのさまざまな活動などに参加や協力をしていく必要があり
ます。また、地域のあらゆる人々や団体などがそれぞれの役割を明確にし、それぞれの機能を発揮しながら、連
携して取り組むことが大切です。

【住民一人ひとりの主な取り組み】

　　「おたがいさま」の気持ちで、
　　　　家族のつながりや近所づきあいを大事にしましょう。
　　　　子育てや介護などにかかわりましょう。
　　　　福祉や地域活動、ボランティア活動などへ積極的に参加しましょう。
　　　　自分そして地域として出来ることや役割について考えましょう。
　　　　お互いの人権や権利、価値観を認め合いましょう。
　　　　心配事は一人で抱え込まず相談しましょう。

　基本理念の実現のために


